
7/10
2015

Fri

A会場（県民ホール）

9:00-9:10 開会式

9:10-10:50 一般口演

『教育システム開発賞応募演題』

A-01	 短期国際プログラムでのオンライン学習支援システムの活用
◯岡　広子 1、高田　隆 2

1 広島大学 大学院医歯薬保健学研究院　国際歯科医学連携開発学、2 広島大学 大学院医歯薬保健学研
究院　口腔顎顔面病理病態学

A-02	 歯科総合診療能力を学習できる教育資源の開発
◯池田　亜紀子 1、勝部　直人 1、多田　充裕 2、山口　博康 3、紙本　篤 4、角田　晃 5、
　長谷川　篤司 1

1 昭和大学　歯学部　歯科保存学講座　総合診療歯科学部門、2 日本大学松戸歯学部　歯科総合診療学
講座、3 鶴見大学歯学部付属病院　総合歯科２、4 日本大学歯学部　総合歯科学分野、5 神奈川歯科大
学付属横浜クリニック

A-03	 診療参加型歯科臨床実習におけるweb 公開型 eポートフォリオ
	 −第 2報　運用実績とシステム改善について−

◯小田　陽平、石川　裕子、小野　和宏、藤井　規孝、小林　正治、前田　健康
新潟大学　歯学部

A-04	 歯科治療時の偶発症対応シミュレーションコースの開発とその教育効果
◯岸本　直隆 1、向井　憲夫 2、本田　義知 3、田中　昌博 2、百田　義弘 1

1 大阪歯科大学　歯科麻酔学講座、2 大阪歯科大学　有歯補綴咬合学講座、3 大阪歯科大学　中央歯学
研究所

A-05	 口腔保健学科学生が医学科・歯学科学生に要介護高齢者への口腔ケアを教え
	 る多職種連携実習プログラムの開発

◯大塚　紘未 1、近藤　圭子 2、小原　由紀 3、安田　昌代 4、岸本　奈月 3、須永　昌代 5、
　遠藤　圭子 3、荒川　真一 2、木下　淳博 5、品田　佳世子 1

1 東京医科歯科大学　大学院医歯学総合研究科　口腔疾患予防学分野、2 東京医科歯科大学　大学院医
歯学総合研究科 生涯口腔保健衛生学分野、3 東京医科歯科大学　大学院医歯学総合研究科　口腔健康
教育学分野、4 東京医科歯科大学　歯学部附属病院　口腔ケア外来、5 東京医科歯科大学 図書館情報
メディア機構　教育メディア開発部

『臨床実習』

A-06	 岡山大学における臨床講師を利用した在宅介護・訪問歯科診療参加型学外臨
	 床実習について

◯杉本　恭子 1、宮脇　卓也 2、武田　宏明 1、前田　茂 3、曽我　賢彦 4、森田　学 5、鳥井
　康弘 6、　窪木　拓男 7

1 岡山大学　医療教育統合開発センター　歯科医学教育改革部門、2 岡山大学歯学部教務委員会　臨床
実習実施部会（歯科麻酔・特別支援歯学）、3 岡山大学病院　歯科麻酔科、4 岡山大学病院　医療支援
歯科治療部、5 岡山大学歯学部教務委員会　臨床実習実施部会（予防歯科学）、6 岡山大学病院　総合
歯科、7 岡山大学歯学部（歯学部長）



A-07	 臨床実習・臨床研修連携ログブックの電子化　第 5報　歯科医師臨床研修の
	 到達目標に対する評価

◯長島　正 1、毛利　有希子 1、竹重　文雄 1、永松　浩 2、岩下　洋一朗 3、吉永　和雄 4、
　谷岡　正行 5、中嶋　竜一 6、小林　建太郎 6

1 大阪大学　歯学部附属病院　口腔総合診療部、2 九州歯科大学　口腔機能学講座総合診療学分野、3

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科歯科医学教育実践学分野、4 株式会社モリタ、5 株式会社ニッシン
営業本部教育ソリューション営業部、6 株式会社デジタル・ナレッジ

A-08	 電子版診療参加型臨床実習・臨床研修連携手帳（電子ログブック）の展開
◯宮脇　卓也 1、小河　達之 2、窪木　拓男 1

1 岡山大学　歯学部、2 岡山大学　歯学部　共同利用施設（マルチメディア）

A-09	 標準化された病態顎模型を用いた客観的歯科臨床技能評価方法の開発−第２報−
◯魚島　勝美 1、天雲　太一 2、竹内　裕尚 2、小野　和宏 1、吉羽　邦彦 1、秋葉　奈美 1、
　二川　浩樹 3、津賀　一弘 3、田地　豪 3、首藤　崇裕 3、三村　純代 2,3、菅井　基行 3、
　佐々木　啓一 2、前田　健康 1

1 新潟大学　大学院　医歯学総合研究科、2 東北大学　大学院　歯学研究科、3 広島大学医歯薬保健学
研究科

A-10	 広島大学歯学部歯学科における臨床実習患者同意書取得に関する報告
◯神田　拓 1、武田　克浩 2、津賀　一弘 3、二川　浩樹 4、栗原　英見 2、菅井　基行 5

1 広島大学病院　口腔再建外科　顎・口腔外科、2 広島大学大学院　医歯薬保健学研究院　歯周病態学、
3 広島大学大学院　医歯薬保健学研究院　先端歯科補綴学、4 広島大学大学院　医歯薬保健学研究院　
口腔生物工学、5 広島大学大学院　医歯薬保健学研究院　細菌学

11:00-12:00 特別講演
座長：松口　徹也　（第 34 回日本歯科医学教育学会大会長、鹿児島大学歯学部長）

『進取の精神を有する医療人の育成をめざして』

吉田　浩己
鹿児島大学稲盛アカデミー長、前鹿児島大学長

13:10-14:10 評議員会・総会

14:20-15:20 教育講演
座長：平田　創一郎（東京歯科大学社会歯科学講座主任教授）

『歯科医師臨床研修制度のこれまでとこれから　～必修化後10年を迎えて』

高田　淳子
厚生労働省医政局歯科保健課 歯科医師臨床研修専門官



15:30-16:50 シンポジウムⅠ
座長：俣木　志朗（東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科歯科医療行動科学分野 教授）

『歯科医療における生涯研修の在り方』

1.	 米国における歯科医師免許更新と生涯研修制度
植野　正之
東京医科歯科大学大学院健康推進歯学分野 准教授

2.	 時代をよめる歯科衛生士であれ！
白田　千代子
東京医科歯科大学院医歯学総合研究科口腔疾患予防学分野 非常勤講師

3.	 専門職集団としての「歯科医師」と継続専門研修（生涯研修）制度
鶴田　潤
東京医科歯科大学医歯学融合教育支援センター・先駆的医療人材育成分野 准教授

B会場（中ホール）

9:10-10:50 一般口演

『教授法』

B-01	 臼歯部インプラント治療を検討する際の患者の選好
◯大山　篤 1、深井　穫博 2、須永　昌代 3、木下　淳博 3、伊藤　孝訓 4、大沢　聖子 4、
　俣木　志朗 5、荒木　孝二 5

1 神戸製鋼所東京本社健康管理センター、2 深井保健科学研究所、3 東京医科歯科大学　図書館情報メ
ディア機構、4 日本大学松戸歯学部　歯科総合診療学、5 東京医科歯科大学　大学院医歯学総合研究科

B-02	 学生実習における光学印象を活用した支台歯形成の客観的評価
◯金村　清孝、田邉　憲昌、玉田　泰嗣、小熊　ひろみ、齋藤　裕美子、近藤　尚知
岩手医科大学　歯学部　補綴・インプラント学講座

B-03	 高頻度歯科治療における処置時の力加減についての研究
◯中村　太 1、佐藤　拓実 1、藤井　規孝 1、奥村　暢旦 2、中島　貴子 1、石崎　裕子 2、
　伊藤　晴江 2、塩見　晶 1

1 新潟大学大学院　医歯学総合研究科　歯学教育研究開発学分野、2 新潟大学医歯学総合病院歯科総合
診療部

B-04	 歯学部１年生を対象にした病院医療概論における色調選択実習　
	 第 5 報アンケート調査

◯石川　明子、松本　智、北村　和夫、岡田　威一郎
日本歯科大学附属病院　総合診療科



B-05	 超高齢社会に対する学生のコミュニケーション能力の育成と初年次教育
◯西川　哲成 1、藤原　眞一 2、、藤田　淳一 3、李　嘉永 4、田中　昭男 1、川添　堯彬 5

1 大阪歯科大学　歯学部　口腔病理学講座、2 大阪歯科大学、化学教室、3 大阪歯科大学、英語学教室、
4 大阪歯科大学、人権教育学、5 大阪歯科大学、学長

B-06	 日本補綴歯科学会西関東支部における症例検討ワークショップの教育効果の検討
◯林　邦彦 1、重田　優子 1、小川　匠 1、松香　芳三 2、木本　克彦 3、藤澤　政紀 4、
　大久保　力廣 5、玉置　勝司 6、矢谷　博文 7

1 鶴見大学　歯学部　クラウンブリッジ補綴学講座、2 徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
咬合管理学分野、3 神奈川歯科大学大学院歯学研究科咀嚼機能制御補綴学講座、4 明海大学歯学部機能
保存回復学講座歯科補綴学分野、5 鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座、6 神奈川歯科大学大学院歯学
研究科顎咬合機能回復補綴医学講座、7 大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能再建学講座

「歯科衛生士・歯科技工士教育」

B-07	 歯科衛生士臨床実習における学生の不安の変化と性格特性
◯前岨　亜優子 1、隅田　好美 2、頭山　高子 1、小出　武 1、末瀬　一彦 3、福島　正義 4

1 大阪歯科大学歯科衛生士専門学校、2 大分大学大学院　福祉社会科学研究科、3 大阪歯科大学  審美
歯科室、4 新潟大学大学院　医歯学総合研究科　口腔生命福祉学専攻

B-08	 歯科技工士教育の現状と展望に関する調査研究
◯末瀬　一彦 1、尾崎　順男 2

1 大阪歯科大学　歯科審美学室　歯科技工士専門学校、2 日本歯科大学　東京短期大学

「学習支援（キャリア）」

B-09	 茨城県における高校進路指導教諭に対する質問票調査
	 ―第 1報　歯科大学・歯学部進学について―

◯田中　晃伸、権　暁成、福本　雅文
茨城県開業　タナカ歯科

B-10	 茨城県における高校の進路指導教員に対する質問票調査	
	 ―第 2報　歯科衛生士・歯科技工士進学について―

◯権　暁成、福本　雅文、田中　晃伸
茨城県開業　タナカ歯科

12:00-13:00 教育システム開発賞最終選考委員会



C会場（大研修室１）

12:00-13:00 ランチョンセミナー１ 共催：株式会社ツムラ

座長：住友　雅人（日本歯科医学会 会長）

『これからの超高齢社会を見据えた歯科漢方診療と歯科東洋医学教育について』

山口　孝二郎
鹿児島大学病院口腔顎顔面センター口腔外科　診療講師、漢方診療センター　副センター長

D会場（大研修室２）

12:00-13:00 ランチョンセミナー２ 共催：株式会社 モリタ

座長：河野　文昭（徳島大学大学院口腔科学教育部長、徳島大学歯学部長）

『ヒト型患者ロボット「シムロイド®」高齢者タイプの開発と応用』

羽村　章
日本歯科大学生命歯学部　生命歯学部長



7/11
2015

Sat

A会場（県民ホール）

9:10-10:50 一般口演

『学習教材・学習ツール』

A-11	 「手書きカルテ」の再現を用いた診療録記載支援システムの開発
◯尾崎　哲則 1、生田　弘恵 2、林　大介 2

1 日本大学　歯学部　医療人間科学分野、2 株式会社　プラネット

A-12	 臨床歯科薬理学講義におけるスマートフォン活用に関するアンケート調査
◯天野　均、大浦　清
大阪歯科大学　歯学部　薬理学講座

A-13	 新しい眼球運動測定装置Talk	Eye	Lite	の導入
◯田中　聖至 1、松田　貴絵 1、加藤　雄一 2、小野　幸絵 3、鴨田　剛司 3、小松崎　明 3、
　苅部　洋行 2、関本　恒夫 1

1 日本歯科大学　新潟生命歯学部　小児歯科学講座、2 日本歯科大学　生命歯学部　小児歯科学講座、
3 日本歯科大学　新潟生命歯学部　衛生学講座

『授業評価』

A-14	 OSCE の評価を電子化した新しいシステムの開発
◯飯田　俊二 1、田中　佐織 1、井上　哲 2、八若　保孝 2、根岸　淳 3、桑原　毅 4、島田　誠 5

1 北海道大学病院　口腔総合治療部、2 北海道大学大学院歯学研究科、3 北海道大学病院高次口腔医療
センター、4 株式会社フォトロン、5 株式会社内田洋行

A-15	 九州歯科大学におけるクラウド型クリッカ「Clica（クリカ）」の学生評価
◯國領　真也、中原　孝洋、冨永　和宏、吉岡　泉
九州歯科大学　口腔内科学分野

A-16	 総合模型実習におけるルーブリックを用いた評価とその信頼性検討
◯秋葉　奈美、長澤　麻沙子、小野　和宏、秋葉　陽介、前田　健康、魚島　勝美
新潟大学大学院　医歯学総合研究科　

『その他（大学間連携）』

A-17	 大学間連携「ITを活用した超高齢社会の到来に対応できる歯科医師の養成」
	 １．取組の概要と成果について

◯片岡　竜太 1、城　茂治 2、越野　寿 3、豊下　祥史 3、美島　健二 1、弘中　祥司 1、佐藤　裕二 1、
　飯島　毅彦 1、菅沼　岳史 1、須田　玲子 1、北川　昇 1、丸岡　靖史 1、勝部　直人 1、
　馬場　一美 1、マイヤース　三恵 1、鎌谷　宇明 1、宮崎　隆 1、近藤　尚知 2、小林　琢也 2、
　熊谷　章子 2、藤村　朗 2、須和部　京介 2、野田　守 2、三浦　廣行 2、入江　一元 3、
　草野　薫 3、長澤　敏行 3、斎藤　隆史 3、乾　さやか 4

1 昭和大学　歯学部、2 岩手医科大学　歯学部、3 北海道医療大学　歯学部、
4 IT を活用した教育センター事務局

A-18	 健康長寿を育む歯学教育コンソーシアム−第１報−初年度を終えて
◯浜　洋平 1、水口　俊介 1、佐々木　啓一 2、前田　健康 3、羽村　章 4、一戸　達也 5、
　森山　啓司 1

1 東京医科歯科大学、2 東北大学、3 新潟大学、4 日本歯科大学、5 東京歯科大学



A-19	 共同大学院開設５年目の実績と評価
◯軽部　裕代
早稲田大学　先進理工学研究科　共同先端生命医科学専攻

10:40-12:00 シンポジウムⅡ
座長：荒木　孝二（東京医科歯科大学医歯学教育システム研究センター 教授）

『歯科医学教育認証評価制度の構築に向けて』

1.	 歯科医学教育認証評価制度の必要性について―諸外国との比較―
森尾　郁子
東京医科歯科大学　大学院医歯学総合研究科　歯学教育開発学分野 教授

2.	 歯科医学教育認証評価トライアル修正版における評価項目・基準・観点・視
	 点の紹介

一戸　達也
東京歯科大学歯科麻酔学講座 教授

（歯学教育認証評価制度等の実施に関する調査研究 WG 幹事委員）

3.	 認証評価トライアル（平成 26 年）実施状況について
北村　知昭
九州歯科大学 口腔機能学講座 口腔保存治療学分野 教授

13:10-14:30 シンポジウムⅢ
座長：田口　則宏（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科　歯科医学教育実践学分野 
教授）

『地域医療における人材育成の現状と展望』

1.	 医学系における地域医療人育成
前野　哲博
筑波大学医学医療系　地域医療教育学 教授

2.	 歯学系における地域医療人育成
河野　博史
鹿児島大学 医学部・歯学部附属病院 歯科総合診療部 助教

3.	 地域医療における人材育成の現状と展望～医師、歯科医師、薬剤師育成にお
	 ける共修の面から～

中桶　了太
長崎大学病院　へき地病院再生支援・教育機構 准教授

15:45-16:00 閉会式



B会場（中ホール）

9:10-10:50 一般口演

『シミュレーション教育』

B-11	 在宅歯科診療教育のためのシミュレーション実習の試み
◯前田　茂 1、西谷　佳浩 2、武田　宏明 3、杉本　恭子 3、星加　知宏 2、鳥井　康弘 4、
　宮脇　卓也 1、窪木　拓男 5

1 岡山大学病院　歯科麻酔科、2 岡山大学大学院　医歯薬学総合研究科　歯科保存修復学分野、3 岡山
大学　医療教育統合開発センター 歯学教育改革部門、4 岡山大学大学院　医歯薬学総合研究科　総合
歯科学分野、5 岡山大学歯学部

B-12	 臨床シミュレーション実習における Computer	Graphics を応用した支台歯
	 形成トレーニングの試み

◯奥山　弥生 1、石橋　実 1、服部　佳功 2、佐々木　啓一 3、江草　宏 1

1 東北大学　大学院　歯学研究科　分子・再生歯科補綴学分野、2 東北大学　大学院　歯学研究科　加
齢歯科学分野、3 東北大学　大学院　歯学研究科　口腔システム補綴学分野

B-13	 第 5 学年臨床実習生を対象とした力覚体感型インプラント手術シミュレー
	 ターを用いたアンケート調査

◯木下　英明 1、松永　智 2、高野　直樹 3、矢島　安朝 4、阿部　伸一 2、河田　英司 1

1 東京歯科大学　歯科理工学講座、2 東京歯科大学　解剖学講座、3 慶應義塾大学　理工学部　機械工
学科、4 東京歯科大学　口腔インプラント学講座

B-14	 双方向型のコンピュータシミュレーション教材が、学生の状態不安および学
	 習効果に与える影響について

◯三好　智絵 1、保母　宏基 1、須永　昌代 1,2、木下　淳博 1,2

1 東京医科歯科大学　大学院医歯学総合研究科　教育メディア開発学分野、2 東京医科歯科大学　図書
館情報メディア機構　教育メディア開発部

『グローバル化』

B-15	 三大学歯学部合同海外派遣プログラムの評価		I. 第一回参加者のプログラム
	 前後意識調査結果の比較からの検討

◯岡　広子 1、石田　陽子 2、洪　光 3、原田　史子 2

1 広島大学 大学院 医歯薬保健学研究院、2 新潟大学 大学院 医歯学総合研究科、3 東北大学 大学院 歯
学研究科

『少人数教育・双方向授業』

B-16	 学生の相互講義によるアクティブ・ラーニング−学修効果と学修能力につい
	 ての検討−

◯泉　雅浩、有地　淑子、内藤　宗孝、西山　航、高田　頌子、大橋　靖史、野澤　道仁、
　福田　元気、吉田　和史、有地　榮一郎
愛知学院大学　歯学部　歯科放射線学講座



B-17	 生命歯学部学生，第２学年におけるチーム基盤型学習法（TBL）導入の試み
◯宮坂　孝弘 1、北原　和樹 1、柴田　潔 2、佐藤　勉 3、内川　喜盛 4、大津　光寛 4、
　小川　智久 4、山城　三喜子 2、沼部　幸博 2、羽村　章 2

1 日本歯科大学 生命歯学部 口腔外科学講座、2 日本歯科大学生命歯学部、3 日本歯科大学東京短期大学、
4 日本歯科大学附属病院

B-18	 ICTを用いたチーム基盤型学習（TBL) と講義の比較
◯葛城　啓彰
日本歯科大学　新潟生命歯学部　微生物学講座

B-19	 チーム基盤型学習法（TBL）を導入した歯科矯正学実習・第２報
◯三木　洋一郎 1、高橋　一郎 2、五百井　秀樹 2

1 九州大学大学院　歯学研究院　歯科医学教育学、2 九州大学大学院　歯学研究院　歯科矯正学

12:00-13:00 教育能力開発委員会・富士研実行委員会合同委員会

C会場（大研修室１）

12:00-13:00 ランチョンセミナー３ 共催：株式会社 ニッシン

座長：永松　浩（九州歯科大学　口腔機能学講座　総合診療学分野　准教授）

『携帯端末を用いた電子版診療参加型臨床実習・臨床研修連携手帳（e-logbook）の
活用方法』

長島　正
大阪大学歯学部附属病院　口腔総合診療部　准教授

D会場（大研修室２）

12:00-13:00 ランチョンセミナー４
座長：松口　徹也（第 34 回日本歯科医学教育学会大会長、鹿児島大学歯学部長）

『焼酎学を核とした地域の活性化を支える人材教育並びに焼酎語り部の人材育成』

高峯　和則
鹿児島大学農学部 焼酎・発酵学教育研究センター　教授

16:00-19:00 倫理・プロフェッショナリズム教育委員会ワークショップ



【ポスター発表】
● 7月 10日（金）　9:30～ 18:00　〈討論時間〉17:00～ 18:00（奇数番号）
● 7月 11日（土）　9:00～ 15:40　〈討論時間〉14:40～ 15:40（偶数番号および学生セッション）

P会場（大ホール）

『歯学科卒前教養的教育』

P-001	 昭和大学歯学部１年生における情報リテラシー教育とその効果
◯和田　佳代子 1、片岡　竜太 1、森正　智子 2、森山　郁子 2、高橋　由佳 2、谷本　典子 3、
　前田　昌子 4、小倉　浩 4、刑部　慶太郎 4、片岡　有 5、美島　健二 6、宮崎　隆 5

1 昭和大学　歯学部　スペシャルニーズ口腔医学講座　歯学教育学部門、2 昭和大学　図書館、3 昭和
大学　富士吉田校舎　図書室、4 昭和大学　富士吉田教育部、5 昭和大学　歯学部　歯科保存学講座　
歯科理工学部門、6 昭和大学　歯学部　口腔病態診断学講座　口腔病理学部門

P-002	 電子ポートフォリオを活用した初年次教育「歯学入門」の取組みとその成果
◯前田　昌子 1、片岡　竜太 2、片岡　有 3、和田　佳代子 2、谷本　典子 4、森正　智子 5、
　森山　郁子 5、高橋　由佳 5、小倉　浩 1、刑部　慶太郎 1、美島　健二 6、宮崎　隆 3

1 昭和大学　富士吉田教育部、2 昭和大学 歯学部 スペシャルニーズ口腔医学講座 歯学教育学部門、 
3 昭和大学 歯学部 歯科理工学部門、4 昭和大学　富士吉田校舎　図書室、5 昭和大学　図書館、6 昭和
大学 歯学部 口腔病理学部門

P-003	 初年次における授業後の自主的な振り返りに関する研究
◯三澤　麻衣子 1、上原　任 1、山岡　大 2、山崎　晴美 1、尾崎　哲則 1、中島　一郎 1

1 日本大学　歯学部　医療人間科学分野、2 日本大学歯学部　基礎自然科学分野　物理

P-004	 日本大学全学共通初年次教育科目の他学部生との受講がグループワークの授	
	 業評価へ及ぼす影響

◯堀畑　聡、三枝　禎、伊藤　孝訓、河相　安彦
日本大学　松戸歯学部

P-005	 遺伝子検査に対する学生の意識調査
◯酒井　秀嗣、佐藤　恵
日本大学　歯学部　生物学教室

P-006	 東京歯科大学における初年次教育「実用日本語」
◯佐藤　憂子 1、石塚　洋一 2、木下　英明 3、松永　智 4、河田　英司 3,5

1 東京歯科大学　教養科目、2 東京歯科大学　衛生学講座、3 東京歯科大学　歯科理工学講座、4 東京
歯科大学　解剖学講座、5 東京歯科大学　歯科医学教育センター

P-007	 大阪歯科大学生の英語学習と海外留学に対する意識調査
◯本田　義知 1、王　宝禮 2、益野　一哉 2、大草　亘孝 3、清水谷　公成 1,4、田中　昭男 5、
　川添　堯彬 6

1 大阪歯科大学　中央歯学研究所、2 大阪歯科大学　歯科医学教育開発室、3 大阪歯科大学　歯科法医学室、
4 大阪歯科大学　歯科放射線学講座、5 大阪歯科大学　口腔病理学講座、6 大阪歯科大学　歯学部

P-008	 理科リメディアル教育に対する学生の意識調査
◯佐藤　恵、酒井　秀嗣、山岡　大、桑田　文幸
日本大学　歯学部　基礎自然科学



P-009	 神奈川歯科大学における教育改革 9　−初年次教育プログラム「大学での学	
	 び」の学修効果−

◯林田　丞太、菅谷　彰、花岡　孝治、櫻井　孝、湯山　徳行、窪田　光慶、木村　幸司、
　平田　幸夫
神奈川歯科大学　総合教育部

『歯学科卒前専門基礎教育』

P-010	 神奈川歯科大学教育改革　− 7. 神奈川歯科大学における e-learning システ	
	 ム（第 2報）−

◯窪田　光慶 1、菅谷　彰 1、湯山　徳行 1、花岡　孝治 1、熊田　秀文 1、山本　信治 1、
　林田　丞太 1、木村　幸司 2、櫻井　孝 2、平田　幸夫 2

1 神奈川歯科大学　歯科教育学講座、2 神奈川歯科大学　総合教育部

P-011	 神奈川歯科大学の教育改革　− 8. 歯学部全学生における歯科関連事項に関す	
	 る医科専門用語の認知度の実態調査−

◯山本　信治、窪田　光慶、花岡　孝治、菅谷　彰、湯山　徳行、林田　丞太、木村　幸司、
　李　正姫、櫻井　孝、平田　幸夫
神奈川歯科大学　歯学教育学講座

P-012	 神奈川歯科大学における教育改革　− 10．クリティカルシンキングとロジカ	
	 ルライティングの教育法への転換−

◯木村　幸司 1、林田　丞太 1、菅谷　彰 1、花岡　孝治 1、櫻井　孝 1、湯山　徳行 1、
　窪田　光慶 1、木本　茂成 2、平田　幸夫 3

1 神奈川歯科大学　歯学教育学講座、2 神奈川歯科大学大学院　口腔機能成育歯科学講座、3 神奈川歯
科大学　総合教育部

P-013	 神奈川歯科大学教育改革　− 11. 口腔機能管理シミュレータの活用を検討す	
	 る３学科合同FDワークショップの取組−

◯星野　由美 1、窪田　光慶 2、鈴木　幸江 1、飯田　貴俊 3、玉置　勝司 3、山本　信治 2、
　藤野　富久江 1、山田　直樹 1、岩城　重次 4、平田　幸夫 5

1 神奈川歯科大学　短期大学部　歯科衛生学科、2 神奈川歯科大学　総合教育部、3 神奈川歯科大学　
顎咬合機能回復補綴医学講座、4 株式会社　ニッシン、5 神奈川歯科大学 歯学教育学講座

P-014	 基礎系科目の学習効果向上に有効であった授業方法
◯大西　智和、松口　徹也
鹿児島大学大学院　医歯学総合　口腔生化学分野

P-015	 試験結果に基づく自己分析診断表の作成と検討
◯平塚　浩一 1、竹内　麗理 1、伊藤　孝訓 2、葛西　一貴 3、河相　安彦 4、渋谷　鉱 5

1 日本大学　松戸歯学部　生化学・分子生物学講座、2 日本大学　松戸歯学部　歯科総合診療学講座、
3 日本大学　松戸歯学部  歯科矯正学、4 日本大学　松戸歯学部　有床義歯補綴学、5 日本大学　松戸
歯学部　歯科麻酔学講座

P-016	 基礎系・社会系TBLがその後の臨床系TBLの学習効果に与える影響
◯渕田　慎也 1、清水　統太 2、山本　龍生 1、槻木　恵一 3、平田　幸夫 1

1 神奈川歯科大学　大学院歯学研究科　社会歯科学講座、2 神奈川歯科大学　大学院歯学研究　顎咬合
機能回復補綴医学講座、3 神奈川歯科大学　大学院歯学研究科　口腔科学講座

P-017	 「チーム基盤型学習 (TBL)」導入による固定性義歯学の学習効果
◯宇野　光乗 1、野々垣　龍吾 1、横山　貴紀 1、岡　俊男 1、永山　元彦 2、住友　伸一郎 2、
　倉知　正和 2、石神　元 1

1 朝日大学歯学部口腔機能修復学講座歯科補綴学分野、2 朝日大学歯学部歯科医学教育推進センター



P-018	 鹿児島大学歯学部学生のKolb の学習スタイルについて
◯植田　紘貴 1、宮脇　正一 1、菅　真有 1、池森　宇泰 2、田口　則宏 3

1 鹿児島大学　学術研究院　医歯学域　歯学系　歯科矯正学分野、2 鹿児島大学 学術研究院 医歯学域
　医学部・歯学部附属病院　発達系歯科センター　矯正歯科、3 鹿児島大学 学術研究院 医歯学域 歯
学系 歯科医学教育実践学分野

P-019	 高齢者歯科学の講義と実習に対する歯学部学生へのアンケート調査
◯北川　昇、佐藤　裕二、下平　修、七田　俊晴、桑澤　実希
昭和大学　歯学部　高齢者歯科学講座

P-020	 大規模災害発生時の歯科保健医療に対する歯学部学生の意識調査
◯東　雅啓 1,2、渕田　慎也 3、槻木　恵一 1,2

1 神奈川歯科大学大学院　横須賀・湘南地域災害医療歯科学センター、2 神奈川歯科大学大学院　歯学
研究科　口腔科学講座、3 神奈川歯科大学大学院　歯学研究科　社会歯科学講座

P-021	 明海大学型少人数制グループ実習「Vertical	Tier」における学生の意識変化	
	 と学習効果

◯鈴木　允文、申　基喆
明海大学　歯学部　口腔生物再生医工学講座　歯周病学分野

『歯学科卒前専門基礎実習』

P-022	 統合型病態模型を用いた臨床シミュレーション実習　- 第 2 報 -
◯竹内　裕尚 1、天雲　太一 1、井川　資英 2、奥山　弥生 3、古内　壽 5、佐々木　啓一 4

1 東北大学大学院　歯学研究科　歯学イノベーションリエゾンセンター、2 東北大学病院歯内歯周治
療学分野、3 東北大学大学院分子・再生歯科補綴学分野、4 東北大学大学院口腔システム補綴学分野、 
5 東北大学大学院口腔診断学分野

P-023	 「歯の治療学」におけるシナリオベース実習と体験先導型臨床基礎教育の効果
◯諸冨　孝彦 1、角舘　直樹 2、西藤　法子 1、吉居　慎二 1、平田－土屋　志津 1、鷲尾　絢子 1、
　北村　知昭 1、　西原　達次 2,3

1 九州歯科大学　口腔保存治療学分野、2 九州歯科大学　歯科医学教育センター、3 九州歯科大学　感
染分子生物学分野

P-024	 日本歯科大学生命歯学部平成 26 年度第４学年学生を対象に実施したシムロ	
	 イド実習の概要

◯秋山　仁志 1、新田　俊彦 1、石田　鉄光 1、三代　冬彦 1、宇塚　聡 1、原　節宏 1、
　宮下　渉 1、　岡田　智雄 1、川村　浩樹 1、山瀬　勝 1、山崎　孝子 1、梅津　糸由子 1、
　北原　和樹 2、羽村　章 2

1 日本歯科大学附属病院、2 日本歯科大学生命歯学部

P-025	 新開発の教育資源を利用した歯学部 3年生に対する歯科総合診療能力の育成
◯澤井　有里、勝部　直人、池田　亜紀子、長谷川　篤司
昭和大学歯学部　歯科保存学講座　総合診療歯科学部門

P-026	 人体解剖学実習における破格・変異の観察の重要性に関する考察
◯中島　功、野中　直子、中村　雅典
昭和大学　歯学部　口腔解剖学講座

P-027	 学生相互実習後のアンケート調査結果について―概形印象採得について 6年	
	 間の調査結果―

◯五味　治徳、波多野　泰夫
日本歯科大学　生命歯学部　歯科補綴学第２講座



P-028	 マイクロ CTを用いた歯学部３年の歯内治療学基礎実習における側方加圧根	
	 管充填の評価について−第一報−

◯増田　宜子 1、坂井　信裕 2、荻野　玲奈 3 、宮崎　隆 3

1 昭和大学　歯学部　歯科保存学講座　歯内治療学部門、2 昭和大学歯学部歯科薬理学講座、3 昭和大
学歯学部歯科保存学講座歯科理工学部門

P-029	 歯科用実体顕微鏡の歯内療法学基礎実習・臨床予備実習への導入
◯金子　友厚 1、庭野　和明 1、前田　健康 2、興地　隆史 3

1 新潟大学大学院医歯学総合研究科う蝕学分野、2 新潟大学大学院医歯学総合研究科口腔解剖学、3 東
京医科歯科大学大学院歯髄生物学分野

P-030	 基礎実習において導入した実習試験「ガイドプレーン・レストシート形成」の検討
◯末廣　史雄、橋口　千琴、西　恭宏、村上　格、西村　正宏
鹿児島大学大学院　医歯学総合研究科　口腔顎顔面補綴学分野

P-031	 部分床義歯補綴学実習における確信度を加味した方法を用いた客観試験によ	
	 る実習理解度の検討

◯坂元　麻衣子 1、秋山　仁志 1、石田　鉄光 1、三代　冬彦 2、平賀　泰 3、岡田　威一郎 1、
　干川　摂 1、内山　恵理 1、北　梢 1、岩本　圭輔 1、白子　美佳 1、岸本　千紘 1

1 日本歯科大学附属病院総合診療科、2 日本歯科大学附属病院歯科麻酔・全身管理科、3 日本歯科大学
附属病院口腔インプラント科

P-032	 E-learning の部分床義歯補綴学模型実習への活用―スマートデバイスでも利	
	 用できるコンテンツでの予習―

◯和達　重郎、若林　則幸
東京医科歯科大学大学院　医歯学総合研究科　医歯学系専攻　口腔機能再構築学講座　部分床義歯補
綴学分野

P-033	 「支台歯形成ARナビゲーション」を用いたサポートシステムのアンケート調査
◯中川　修佑、覚道　昌樹、大河　貴久、田中　順子、田中　昌博
大阪歯科大学　有歯補綴咬合学講座

P-034	 新カリキュラムに採用した口腔インプラント学実習のアンケート調査
◯小澤　誠 1、廣安　一彦 2、瀬戸　宗嗣 2、上田　一彦 2、勝田　康弘 1、渡邉　文彦 1

1 日本歯科大学　新潟生命歯学部　歯科補綴学第 2 講座、2 日本歯科大学　新潟病院　口腔インプラント科

P-035	 導入した口腔ケアと摂食嚥下スクリーニングテストの実習に関するアンケート調査
◯西　恭宏 1、西山　毅 2、松井　竜太郎 3、村上　格 4 、田松　裕一 5 、杉浦　剛 3 、
　西村　正宏 1

1 鹿児島大学　大学院医歯学総合研究科　口腔学顔面補綴学分野、2 鹿児島大学医学部・歯学部附属病
院　口腔保健科、3 鹿児島大学　大学院医歯学総合研究科　顎顔面疾患制御学分野、4 鹿児島大学医学
部・歯学部附属病院　義歯補綴科、5 鹿児島大学　大学院医歯学総合研究科　人体構造解剖学分野

P-036	 講座を超えた実習教育の取り組み -	浸潤麻酔可能な顎模型のシミュレーショ	
	 ン実習への導入	-

◯泉川　昌宣 1、大桶　華子 2、工藤　勝 2、白井　要 3,5、仲西　康裕 4、長澤　敏行 5、
　越智　守生 4、古市　保志 3、斎藤　隆史 1

1 北海道医療大学　歯学部　口腔機能修復・再建学系　う蝕制御治療学分野、2 北海道医療大学　歯学
部　生体機能・病態学系　歯科麻酔学分野、3 北海道医療大学　歯学部　口腔機能修復・再建学系　
歯周歯内治療学分野、4 北海道医療大学　歯学部　口腔機能修復・再建学系　クラウンブリッジ・イ
ンプラント補綴学分野、5 北海道医療大学　歯学部　総合教育学系　臨床教育管理運営分野



P-037	 歯学部 3年生に対するシミュレーターを用いたバイタルサイン取得の意義を	
	 理解するための実践的な実習

◯五島　衣子 1、飯島　毅彦 1、池田　亜紀子 2、長谷川　篤司 2

1 昭和大学 歯学部 全身管理歯科学講座歯科麻酔科学部門、2 昭和大学歯学部歯科保存学講座総合診療
歯科学部門

P-038	 放射線学実習における画像所見報告書の成績と画像診断試験結果の比較検討
◯関谷　恵子、金田　隆
日本大学　松戸歯学部　放射線学講座

P-039	 本学小児歯科学臨床基礎実習におけるルーブリック導入に対する評価
◯八若　保孝、高崎　千尋、中村　光一
北海道大学　大学院歯学研究科　口腔機能学講座　小児・障害者歯科学教室

P-040	 教育効果の高い乳歯歯髄切断用人工歯の開発・第 3報
◯福田　敦史 1、広瀬　弥奈 1、村田　幸枝 1、八幡　祥子 1、大友　麻衣子 1、岩城　重次 2

1 北海道医療大学歯学部口腔構造・機能発育学系小児歯科学分野、2 株式会社ニッシン

P-041	 北海道大学における教育学習支援システム (ELMS) の歯科矯正学実習への応用
◯佐藤　嘉晃 1、菅原　由紀 1、金　壮律 1、八若　保孝 2、井上　哲 3、飯田　俊二 4、
　飯田　順一郎 1

1 北海道大学　大学院歯学研究科　口腔機能学講座　歯科矯正学教室、2 北海道大学大学院歯学研究科
　口腔機能学講座　小児・障害者歯科学教室、3 北海道大学大学院歯学研究科　臨床教育部門、4 北海
道大学病院　口腔総合治療部

『歯学科卒前学外実習』

P-042	 長崎大学歯学部１年生における学外早期体験実習
◯木村　泰男 1、久保　至誠 2、鎌田　幸治 3、林田　秀明 3、藤原　卓 4、澤瀬　隆 5、
　角　忠輝 1

1 長崎大学大学院　医歯薬学総合研究科　総合歯科臨床教育学、2 長崎大学病院　医療教育開発セン
ター、3 長崎大学病院　総合歯科診療部、4 長崎大学大学院　医歯薬学総合研究科　小児歯科学分野、
5 長崎大学大学院　医歯薬学総合研究科　口腔インプラント学分野

P-043	 地域と連携した歯科診療所見学実習の新たな取り組み～地域歯科医師会との	
	 協同プロジェクト～

◯片岡　有 1、丸岡　靖史 2、片岡　竜太 3、宮崎　隆 1

1 昭和大学 歯学部 歯科保存学講座 歯科理工学部門、2 昭和大学 歯学部　スペシャルニーズ口腔医学
講座　地域連携歯科学部門、3 昭和大学 歯学部　スペシャルニーズ口腔医学講座　歯学教育学部門

P-044	 歯学部生の施設実習前後の高齢者に対する印象の変化について− 3年間の介	
	 護保険施設実習の経過−

◯牧野　路子、野口　哲司、内藤　徹
福岡歯科大学　総合歯科学講座　高齢者歯科学分野

P-045	 歯学部学生の情動知能に対する高齢者交流学習の効果
◯薮内　さつき、中江　弘美、日野出　大輔、伊賀　弘起、尾崎　和美、白山　靖彦、
　松山　美和、吉岡　昌美、柳沢　志津子、藤原　奈津美、渡辺　朱理、土井　登紀子、
　河野　文昭、吉本　勝彦
徳島大学大学院　 医歯薬学研究部



P-046	 歯学部臨床実習における老人福祉施設実習の取り組み
◯白井　要 1,2、河野　舞 1,3、長澤　敏行 1、越野　寿 3、斎藤　隆史 4、古市　保志 2

1 北海道医療大学　歯学部　総合教育学系　臨床教育管理運営分野、2 北海道医療大学　歯学部　口腔
機能修復・再建学系　歯周歯内治療学分野、3 北海道医療大学　歯学部　口腔機能修復・再建学系　
咬合再建補綴学分野、4 北海道医療大学　歯学部　口腔機能修復・再建学系　う蝕制御治療学分野

『歯学科卒前臨床実習』

P-047	 日本歯科大学新潟病院における第５学年臨床実習の自験調査結果について　	
	 ―第 3報―

◯阿部　祐三 1、水橋　亮 1、小澤　誠 2、新井　恭子 3、関　秀明 1、海老原　隆 1、
　山口　晃 4

1 日本歯科大学新潟病院　総合診療科、2 日本歯科大学新潟生命歯学部歯科補綴学第２講座、3 日本歯
科大学新潟生命歯学部歯科保存学第１講座、4 日本歯科大学新潟病院口腔外科

P-048	 診療参加型実習外来での 3年間の患者動向
◯浅野　明子 1、田邉　憲昌 2、小林　琢也 2、佐々木　大輔 3、水川　卓磨 4、高橋　徳明 5、
　熊谷　美保 6、大川　義人 3、玉田　泰嗣 2、山田　裕之 4、澤田　愛 2、高藤　恭子 2、
　伊東　俊太郎 3、斉藤　裕美子 2、金村　清孝 2、野田　守 1、佐藤　和朗 4、三浦　廣行 6

1 岩手医科大学　歯学部　歯科保存学講座　う蝕治療学分野、2 岩手医科大学　歯学部　補綴・インプ
ラント学講座、3 岩手医科大学　歯学部　歯科保存学講座歯周療法学分野、4 岩手医科大学　歯学部　
口腔保健育成学講座歯科矯正学分野、5 岩手医科大学　歯学部　口腔顎顔面再建学講座歯科放射線学
分野、6 岩手医科大学　歯学部　口腔医学講座歯科医学教育学分野

P-049	 日本大学歯学部第 5学年臨床実習におけるPOS実習システムの改編について
◯岡　俊一 1,2、小池　一喜 1,2、本吉　満 1,2、高津　匡樹 1,2、菅野　直之 1,2、桟　淑行 1,2、
　紙本　篤 1,2、宮崎　真至 1,2、今村　佳樹 1、前野　正夫 1

1 日本大学　歯学部、2 日本大学歯学部　臨床実習運営協議会

P-050	 VAS を用いたスキルアップ実習の評価について
◯村岡　宏祐 1、小城　辰郎 2、中村　恵子 3、鷲尾　絢子 4、細川　隆司 2、鱒見　進一 3、
　北村　知昭 4、中島　啓介 1、粟野　秀慈 1

1 九州歯科大学　口腔機能学講座　歯周病学分野、2 九州歯科大学　口腔機能学講座　口腔再建リハビ
リテーション学分野、3 九州歯科大学　口腔機能学講座　顎口腔欠損再構築学分野、4 九州歯科大学　
口腔機能学講座　口腔保存治療学分野、5 九州歯科大学　口腔機能学講座　総合教育学分野

P-051	 大学病院を利用した高度医療支援・周術期口腔機能管理実習による緩和ケア	
	 教育の効果と課題

◯園井　教裕 1,2、曽我　賢彦 2、室　美里 2、山中　玲子 2、吉冨　愛子 2、武田　宏明 3、
　杉本　恭子 3、前田　あずさ 1、窪木　拓男 4

1 岡山大学歯学部　歯学教育・国際交流推進センター、2 岡山大学病院　医療支援歯科治療部、3 岡山
大学　医療教育統合開発センター　歯科医学教育改革部門、4 岡山大学歯学部（歯学部長）

P-052	 臨床実習生の針刺し・切創および血液・体液曝露
◯水谷　太尊、戸谷　収二、海老原　隆、渥美　陽二郎、阿部　祐三、黒川　裕臣、
　山口　晃、関本　恒夫
日本歯科大学　新潟生命歯学部

P-053	 5 年生の病理組織診断臨床実習についてのアンケート調査
◯岡田　康男 1、柬理　頼亮 1、水谷　太尊 2、山口　晃 2、関本　恒夫 1

1 日本歯科大学　新潟生命歯学部、2 日本歯科大学　新潟病院



P-054	 歯科診断シミュレーションソフトの開発 - 第 2 報
◯天雲　太一 1、竹内　裕尚 1,2、佐々木　啓一 2

1 東北大学大学院　歯学研究科　歯学イノベーションリエゾンセンター、2 東北大学大学院　歯学研究
科　口腔システム補綴学分野

P-055	 チーム基盤型学習法（TBL）の臨床実習への導入経験　- 第 1 報 -
◯中村　俊美 1、田中　聖至 2、佐藤　友則 1、海老原　隆 1、長谷川　優 2、二宮　一智 1、
　水谷　太尊 1、猪子　芳美 1、佐藤　聡 2、山口　晃 1、関本　恒夫 2、中原　泉 2

1 日本歯科大学　新潟病院、2 日本歯科大学　新潟生命歯学部

P-056	 チーム基盤型学習法（TBL）の臨床実習への導入経験　- 第２報 -
◯二宮　一智 1、中村　俊美 1、田中　聖至 2、佐藤　友則 1、海老原　隆 1、長谷川　優 2、
　水谷　太尊 1、猪子　芳美 1、佐藤　聡 2、山口　晃 1、関本　恒夫 2、中原　泉 1,2

1 日本歯科大学　新潟病院、2 日本歯科大学　新潟生命歯学部

P-057	 診療参加型実習における e-learning の活用について−第１報：システムにつ	
	 いて−

◯河村　隼 1、海老原　新 1、和達　礼子 1、鶴田　潤 2、木下　淳博 3、興地　隆史 1

1 東京医科歯科大学 (TMDU)　大学院医歯学総合研究科　歯髄生物学分野、2 東京医科歯科大学 (TMDU)
　学内共同教育研究施設　医歯学融合教育支援センター、3 東京医科歯科大学 (TMDU)　図書館情報
メディア機構　教育メディア開発部

P-058	 診療参加型実習における e-learning の活用について―第２報：アンケート調	
	 査について―

◯和達　礼子 1、海老原　新 1、河村　隼 1、鶴田　潤 2、木下　淳博 3、興地　隆史 1

1 東京医科歯科大学 (TMDU)　大学院医歯学総合研究科 口腔機能再構築学講座 歯髄生物学分野、2 東
京医科歯科大学 (TMDU)　学内共同教育研究施設　医歯学融合教育支援センター、3 東京医科歯科大
学 (TMDU)　図書館情報メディア機構　教育メディア開発部

『臨床研修』

P-059	 東京医科歯科大学歯学部附属病院歯科医師臨床プログラムの満足度について	
	 ―全国平均との比較―

◯新田　浩 1、礪波　健一 2、梅森　幸 2、則武　加奈子 2、岩城　麻衣子 2、小田　茂 2、
　HIDESHIMA Masayuki3、渕田　慎也 4、荒木　孝二 5、俣木　志朗 1

1 東京医科歯科大学（TMDU）大学院　医歯学総合研究科　歯科医療行動科学分野、2 東京医科歯科
大学（TMDU） 歯学部附属病院　歯科総合診療部、3 東京医科歯科大学（TMDU） 歯学部附属病院　
快眠歯科外来、4 神奈川歯科大学大学院　歯学研究科　社会歯科学講座、5 東京医科歯科大学（TMDU）
大学院　医歯学総合研究科　歯学教育システム評価学分野

P-060	 日本大学歯学部付属歯科病院における協力型臨床研修施設での研修に関する	
	 アンケート調査

◯紙本　篤 1,2、古地　美佳 1,2、関　啓介 1,2、河越　邦子 1,2、竹内　義真 1,2

1 日本大学歯学部　総合歯科学分野、2 日本大学歯学部総合歯学研究所歯学教育研究部門

P-061	 日本歯科大学新潟病院協力型臨床研修施設へのアンケート調査
◯宇野　清博、二宮　一智、佐藤　友則、近藤　敦子、若木　卓、渥美　陽二郎、
　中村　俊美、山口　晃
日本歯科大学　新潟病院



P-062	 協力型研修施設における訪問歯科診療に関するアンケート調査
◯黒木　俊一 1、梅澤　幸司 2、牧村　英樹 3、長濱　文雄 3、後藤田　宏也 4、五関　たけみ 5、
　川良　美佐雄 1、野本　たかと 2、葛西　一貴 5、和田　守康 3

1 日本大学　松戸歯学部　顎口腔機能治療学講座、2 日本大学　松戸歯学部　障害者歯科学講座、3 日
本大学　松戸歯学部　再生歯科治療学講座、4 日本大学　松戸歯学部　公衆予防歯科学講座、5 日本大
学　松戸歯学部　歯科矯正学講座

P-063	 歯科医師臨床研修指導歯科医講習会における研修歯科医の参加について
◯竹内　義真 1,2、古地　美佳 1,2、関　啓介 1,2、河越　邦子 1,2、紙本　篤 1,2

1 日本大学　歯学部　総合歯科学分野、2 日本大学歯学部総合歯学研究所歯学教育研究部門

P-064	 平成 26 年度朝日大学附属病院の歯科医師臨床研修医の臨床スキル満足度調	
	 査		−プログラム間の比較−

◯横山　貴紀 1、岡　俊男 1、北後　光信 1、田邊　俊一郎 1、山田　尚子 1、長谷川　信乃 1、
　近藤　亜子 1、瀧谷　佳晃 1、松岡　正登 1、安田　順一 1、羽田　詩子 1、名知　ひかる 3、
　都尾　元宣 1、櫻井　学 3、石神　元 1、吉田　隆一 1、倉知　正和 2

1 朝日大学　歯学部　附属病院　臨床研修委員会、2 朝日大学　歯科医学教育推進センター、3 朝日大
学　歯学部　総合医科学講座　麻酔学分野

P-065	 歯科における英語教育の必要性とシミュレーション教育システムの活用
◯關　奈央子 1、須永　昌代 2,3、三好　智絵 3、保母　宏基 3、モロス　ジャネル 4、
　木下　淳博 2,3、森尾　郁子 1

1 東京医科歯科大学　大学院医歯学総合研究科　歯学教育開発学分野、2 東京医科歯科大学 図書館情
報メディア機構　教育メディア開発部、3 東京医科歯科大学　大学院医歯学総合研究科　教育メディ
ア開発学分野、4 東京医科歯科大学　国際交流センター グローバルキャリア支援室

P-066	 2014 年度朝日大学臨床研修歯科医のホワイトニングに関するアンケート調査
◯羽田　詩子 1、横山　貴紀 1、岡　俊男 1、北後　光信 1、田邊　俊一郎 1、山田　尚子 1、
　長谷川　信乃 1、近藤　亜子 1、瀧谷　佳晃 1、松岡　正登 1、安田　順一 1、都尾　元宣 1、
　住友　伸一郎 2、吉田　隆一 1、倉知　正和 2

1 朝日大学歯学部附属病院臨床研修委員会、2 朝日大学歯科医学教育推進センター

P-067	 臨床研修歯科医を対象とした障害児者および障害児・者歯科についての意識調査
◯島田　路征 1、三瓶　素子 1、田中　聖至 2、宇野　清博 1、二宮　一智 1、佐藤　友則 1、
　山口　晃 1

1 日本歯科大学　新潟病院　小児歯科、2 日本歯科大学新潟生命歯学部

P-068	 臨床研修歯科医に対する一次救命処置 ( 胸骨圧迫手技 ) 習得におけるリアル	
	 タイムフィードバックの有用性

◯名知　ひかる 1、櫻井　学 1、後藤　隆志 1、智原　栄一 1、住友　伸一郎 2,4、吉田　隆一 3、
　都尾　元宣 3、倉知　正和 4

1 朝日大学　歯学部　総合医科学講座　麻酔学分野、2 朝日大学　歯学部　口腔病態医療学講座　口腔
外科学分野、3 朝日大学歯学部附属病院　臨床研修委員会、4 朝日大学　歯学部　歯科医学教育推進セ
ンター

P-069	 歯科医師臨床研修における有病高齢者を対象とした全身管理研修に対する到	
	 達度調査

◯高橋　一輝 1、大渡　凡人 2、新田　浩 3、水口　俊介 2、俣木　志朗 3、荒木　孝二 1

1 東京医科歯科大学　大学院医歯学総合研究科　歯学教育システム評価学分野、2 東京医科歯科大学　
大学院医歯学総合研究科　高齢者歯科学分野、3 東京医科歯科大学　大学院医歯学総合研究科　歯科
医療行動科学分野



P-070	 岡山大学病院歯科医師臨床研修における多職種連携診療及び在宅歯科医療研	
	 修の現状

◯武田　宏明 1、白井　肇 2、大塚　恵理 2、塩津　範子 2、鈴木　康司 2、河野　隆幸 2、
　杉本　恭子 1、吉田　登志子 3、村田　尚道 4、山中　玲子 5、曽我　賢彦 5、宮脇　卓也 6、
　窪木　拓男 7、鳥井　康弘 2

1 岡山大学　医療教育統合開発センター　歯科医学教育改革部門、2 岡山大学病院　総合歯科、3 岡山
大学　医療教育統合開発センター　歯学教育部門、4 岡山大学病院　スペシャルニーズ歯科センター、
5 岡山大学病院　医療支援歯科治療部、6 岡山大学 大学院医歯薬学総合研究科　歯科麻酔・特別支援
歯学分野、7 岡山大学歯学部（歯学部長）

P-071	 臨床研修修了時における口腔のケアの習熟度の自己評価
◯石川　健太郎 1、弘中　祥司 1,2、内海　明美 1,2、船津　敬弘 3、長谷川　篤司 4、宮崎　隆 5

1 昭和大学　歯学部　スペシャルニーズ口腔医学講座　口腔衛生学部門、2 昭和大学　口腔ケアセン
ター、3 昭和大学　歯学部　スペシャルニーズ口腔医学講座　障がい者歯科学部門、4 昭和大学　歯学
部　歯科保存学講座　総合診療歯科学部門、5 昭和大学　歯学部　歯科保存学講座　歯科理工学部門

P-072	 日本歯科大学新潟病院歯科医師臨床研修における睡眠歯科センター研修プロ	
	 グラム

◯大橋　誠 1,2、猪子　芳美 2、二宮　一智 3、佐藤　友則 3、宇野　清博 3、山口　晃 3

1 日本歯科大学　新潟病院　歯科麻酔・全身管理科、2 日本歯科大学新潟病院睡眠歯科センター、3 日
本歯科大学新潟病院

P-073	 歯科医師臨床研修における漢方診療研修導入の試み
◯中山　歩 1、山口　孝二郎 2、田口　則宏 1,3

1 鹿児島大学医学部・歯学部附属病院　歯科総合診療部、2 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科　顎顔
面疾患制御学分野、3 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科　歯科医学教育実践学分野

P-074	 臨床研修医の歯科疾患予防に関する知識について
◯北野　忠則、紺井　拡隆、小川　文也、大井　治正、菊池　優子、前田　照太
大阪歯科大学　臨床研修教育科

P-075	 研修歯科医は研修修了後の進路・就職先の選択に何を重視するのか
◯板家　朗、鬼塚　千絵、永松　浩、西野　宇信、木尾　哲朗
九州歯科大学　口腔機能学講座　総合診療学分野

P-076	 研修医の就職に関する意識調査
◯渡邊　保澄 1、山村　恵子 1、山本　英雄 2、高瀬　英世 2、岩瀬　弘和 2、小野寺　進二 2、
　鈴木　絵里 2、三浦　英司 3、山口　博康 1,2

1 鶴見大学　先制医療研究センター　医療技能開発学寄附講座、2 鶴見大学歯学部附属病院総合歯科２、
3 鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座

P-077	 日本歯科大学附属病院卒後研修プログラム矯正歯科研修コースの紹介
◯宮下　渉、内田　裕子、岩崎　由香利、片岡　彩乃、宇塚　聡、小森　成
日本歯科大学附属病院　矯正歯科

『大学院教育』

P-078	 歯学研究科大学院生に対するEvidence-Based	Dentistry 教育の取り組み
◯角舘　直樹 1、唐木　純一 2、福泉　隆喜 2,3、西原　達次 1,4

1 九州歯科大学　歯科医学教育センター、2 九州歯科大学　北九州地区大学連携教育研究センター、3

九州歯科大学　歯学部　総合教育学分野　社会歯科学研究室、4 九州歯科大学　歯学部　感染分子生
物学分野



P-079	 東北大学歯学研究科・歯学部での留学生を対象とした災害歯科学教育
◯冨士　岳志 1、洪　光 2、鈴木　敏彦 3、齋藤　恵一 2、坪井　明人 4、小坂　健 5、
　高橋　信博 6,7、佐々木啓一 7

1 東北大学大学院　歯学研究科　総合地域医療研修センター、2 東北大学大学院　歯学研究科 歯学イ
ノベーションリエゾンセンター　国際連携部門、3 東北大学大学院　歯学研究科　歯科法医情報学分野、
4 東北大学　東北メディカル・メガバンク機構、5 東北大学大学院　歯学研究科　国際歯科保健学分野、
6 東北大学大学院　歯学研究科　口腔生化学分野、7 東北大学大学院　歯学研究科　口腔システム補綴
学分野

P-080	 大阪歯科大学における外国人留学大学院生育成ブログラム
◯方　一如 1、西川　泰央 2、山本　一世 3、岡崎　定司 4、松本　尚之 5、有田　憲司 6、
　益野　一哉 7、王　宝禮 7、田中　昭男 8、川添　堯彬 9

1 大阪歯科大学歯科東洋医学室、2 大阪歯科大学生理学講座、3 大阪歯科大学歯科保存学講座、4 大阪
歯科大学欠損歯列補綴咬合学講座、5 大阪歯科大学歯科矯正学講座、6 大阪歯科大学小児歯科学講座、
7 大阪歯科大学歯科医学教育開発室、8 大阪歯科大学口腔病理学講座、9 大阪歯科大学　学長

P-081	 北九州地区 4大学による医歯工学連携大学院教育の実施
◯唐木　純一 1、角舘　直樹 2、花谷　智哉 3、中原　孝洋 4、山口　摂崇 1,4、福泉　隆喜 4、
　日高　勝美 1,5、西原　達次 2,6

1 九州歯科大学　北九州地区大学連携教育研究センター、2 九州歯科大学　歯科医学教育センター、 
3 九州歯科大学　歯周病学分野、4 九州歯科大学　総合教育学分野、5 九州歯科大学　口腔保健管理学
講座、6 九州歯科大学　感染分子生物学分野

『生涯研修・キャリア』

P-082	 歯学部学生・研修歯科医の専門医に関する意識調査
◯佐藤　秀夫 1、岩崎　智憲 2、森川　和政 3、田口　則宏 4、山崎　要一 2

1 鹿児島大学　医学部・歯学部附属病院　小児歯科、2 鹿児島大学　大学院医歯学総合研究科　小児歯
科学分野、3 九州歯科大学　口腔機能発達学分野、4 鹿児島大学　大学院医歯学総合研究科　歯科医学
教育実践学分野

P-083	 英国・UK	Committee	 of	 Postgraduate	Dental	Deans	 and	Directors		
	 (COPDENT)	のCPDにおける役割について

◯鶴田　潤 1,2

1 東京医科歯科大学　医歯学融合教育支援センター、2 東京医科歯科大学　大学院　医歯学総合研究科
先駆的医療人材育成分野

P-084	 フランスの歯科医師生涯研修について
◯森尾　郁子 1、關　奈央子 1、川口　陽子 2

1 東京医科歯科大学　大学院医歯学総合研究科　歯学教育開発学分野、2 東京医科歯科大学　大学院医
歯学総合研究科　健康推進歯学分野

P-085	 岡山大学歯学部／大学病院勤務者における歯科医師のキャリア形成に関する	
	 意識調査

◯水口　真実 1、川畑　智子 2、片岡　仁美 2、水口　一 1、宮脇　卓也 3、窪木　拓男 1

1 岡山大学大学院　医歯薬学総合研究科　インプラント再生補綴学分野、2 岡山大学　医療人キャリア
センター MUSCAT、3 岡山大学大学院　医歯薬学総合研究科　歯科麻酔・特別支援歯学分野

P-086	 岡山大学病院で臨床研修を行った女性歯科医師の現況について　−第二報　	
	 勤務形態と仕事への満足度−

◯塩津　範子 1、河野　隆幸 1、大塚　恵理 1、武田　宏明 2、鈴木　康司 1、白井　肇 1、
　吉田　登志子 3、鳥井　康弘 1

1 岡山大学病院　総合歯科、2 岡山大学　医療教育統合開発センター歯科医学教育改革部門、3 岡山大
学　医療教育統合開発センター歯科教育部門



P-087	 茨城県における高校の進路指導教員に対する質問票調査―第 3報　進路決定	
	 において学生が受ける影響因子―

◯福本　雅文、権　暁成、田中　晃伸
茨城県開業　タナカ歯科

P-088	 多職種連携での医療専門職アイデンティティ形成に関する一考察：病院歯科	
	 衛生士の経験から

◯今福　輪太郎 1、長谷　由紀子 2、小川　哲次 3

1 岐阜大学　医学教育開発研究センター、2 広島大学大学院　医歯薬保健学研究科、3 広島大学病院

『グローバル化』

P-089	 平成 26 年度に ODAPUS プログラムで岡山大学に留学をした 3か国 4 校の	
	 学生の意識調査

◯藤田　麻里子 1、此内　浩信 2、柳　文修 1,3,4、久富　美紀 3、村上　純 3、窪木　拓男 5、
　宮脇　卓也 6、仲野　道代 7、浅海　淳一 1,2,3,4

1 岡山大学病院　歯科総合診断室、2 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科  歯科放射線学分野、3 岡山大
学病院　歯科放射線・口腔診断科、4 岡山大学病院 口腔検査・診断センター、5 岡山大学大学院医歯薬
学総合研究科  インプラント再生補綴学分野、6 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科  歯科麻酔・特別
支援歯学分野、7 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科  小児歯科学分野

P-090	 歯学部学部学生に対する海外活動・留学についての意識調査　　I.	学生が抱	
	 える不安要素

◯岡　広子 1、石田　陽子 2、洪　光 3、原田　史子 2

1 広島大学大学院医歯薬保健学研究院、2 新潟大学 大学院 医歯学総合研究科、3 東北大学 大学院 歯学
研究科

『プロフェッショナリズム教育』

P-091	 日本歯科大学新潟生命歯学部の初年時教育の取り組み―「プロフェッション」	
	 が与えた学生の意識変化―

◯秋山　麻美 1、阿部　祐三 2、高田　正典 3、織田　隆昭 4、藤井　一維 5

1 日本歯科大学　新潟生命歯学部　歯科麻酔学講座、2 日本歯科大学　新潟病院　総合診療科、3 日本
歯科大学　新潟病院　口腔外科、4 日本歯科大学　新潟病院　歯科放射線科、5 日本歯科大学　新潟病
院　歯科麻酔・全身管理科

P-092	 行動科学基礎体験学習における人間理解に関する学生の意識の変化
◯礪波　健一 1、山田　梓 1、梅森　幸 1、則武　加奈子 1、岩城　麻衣子 1、大原　里子 1、
　秀島　雅之 2、新田　浩 3、小田　茂 1、木下　淳博 4、荒木　孝二 5、俣木　志朗 2

1 東京医科歯科大学 歯学部附属病院 歯科総合診療部、2 東京医科歯科大学 歯学部附属病院 快眠歯科外
来、3 東京医科歯科大学大学院  医歯学総合研究科 歯科医療行動科学分野、4 東京医科歯科大学大学院  
医歯学総合研究科 教育メディア開発学分野、5 東京医科歯科大学大学院  医歯学総合研究科 医歯学教
育研究センター

P-093	 歯学生のプロフェッショナリズムに資する口腔医学臨床教育プログラムの開	
	 発設計

◯渡辺　猛、埴岡　隆
福岡歯科大学　口腔保健学講座

P-094	 プロフェッショナリズム教育における臨床実習宣誓式の 3年間のアンケート結果
◯大澤　銀子、光安　廣記、新田　俊彦、代田　あづさ、大津　光寛、仲谷　寛
日本歯科大学附属病院　総合診療科



『汎用的能力・コミュニケーション』

P-095	 医療面接の紙上応答訓練ワークシートの開発について
◯山崎　晴美 1、上原　任 1、三澤　麻衣子 1、尾崎　哲則 1、桑田　文幸 2、藤田　之彦 3、
　穴澤　万里子 4、山口　みなみ 4、中島　一郎 1

1 日本大学　歯学部　医療人間科学分野、2 日本大学　歯学部　基礎自然科学分野、3 日本大学　医学
部　医学教育企画・推進室、4 日本大学　芸術学部　演劇学科

P-096	 東京歯科大学市民参加型教育団体 Patient	Community 登録者の授業参加に	
	 ついて

◯山本　仁 1,2、高橋　尚子 1、村上　聡 3、平田　創一郎 1,4、杉原　直樹 1,5、高橋　俊之 1,6、
　望月　隆二 1,7、河田　英司 1,8、井出　吉信 9

1 東京歯科大学　歯学部　歯科医学教育開発センター、2 東京歯科大学　歯学部　組織・発生学講座、
3 東京歯科大学　歯学部　臨床検査病理学講座、4 東京歯科大学　歯学部　社会歯科学講座、5 東京歯
科大学　歯学部　衛生学講座、6 東京歯科大学　歯学部　千葉病院総合診療科、7 東京歯科大学　歯学
部　物理学研究室、8 東京歯科大学　歯学部　歯科理工学講座、9 東京歯科大学　歯学部　学長

P-097	 臨床研修での自験診療経験は研修歯科医の初診時医療面接コミュニケーショ	
	 ン能力にどのように影響するのか

◯大塚　恵理 1、吉田　登志子 2、武田　宏明 3、塩津　範子 1、鈴木　康司 1、河野　隆幸 1、
　白井　肇 1、鳥井　康弘 1

1 岡山大学病院　総合歯科、2 岡山大学　医療教育統合開発センター　歯学教育部門、3 岡山大学　医
療教育統合開発センター　歯科医学教育改革部門

P-098	 本学 1年生に実施した「コミュニケーション学」について−改定後のアンケー	
	 ト調査とその解析結果−

◯鈴木　恵 1、横山　和良 2、浦野　瑶子 1、小倉　千幸 1、池田　亜紀子 1、須田　真理 1、
　関口　洋子 1、市川　順子 1、野村　正子 1、合場　千佳子 1、池田　利恵 1、内川　喜盛 3、
　岡田　智雄 3、大津　光寛 3、大澤　銀子 3、北原　和樹 4、佐藤　勉 1、小口　春久 5

1 日本歯科大学東京短期大学歯科衛生学科、2 日本歯科大学　東京短期大学　歯科技工学科、3 日本歯
科大学附属病院、4 日本歯科大学生命歯学部、5 日本歯科大学東京短期大学

『カリキュラム』

P-099	 学修成果可視化への取り組み
◯内田　竜司 1、岡部　幸司 1、石川　博之 1、大城　希美子 2、岡本　富士雄 2、川口　智弘 2、
　児玉　淳 2、丸田　道人 2、嶋田　香 2、尾崎　正雄 2、佐藤　博信 2、永井　淳 2、埴岡　隆 2、
　廣藤　卓雄 2、湯浅　賢治 2、北村　憲司 2、
1 福岡歯科大学　教育支援・教学 IR 室、2 福岡歯科大学　教育支援・教学 IR 室　運営委員会

P-100	 歯科医学教育のための教育評価スキームとクラウドコンピューティングシス	
	 テムの開発

◯益野　一哉 1、王　宝禮 1、田中　忠芳 2

1 大阪歯科大学　歯科医学教育開発室、2 金沢工業大学　基礎教育部

P-101	 レーザー歯学教授要綱の作成
◯新海　航一 1、小田　茂 1、山口　博康 1、山田　三良 1、吉川　一志 1、渡辺　久 2

1 日本レーザー歯学会教育問題検討委員会、2 日本レーザー歯学会理事長

P-102	 歯科衛生士学校養成所（専修学校）のカリキュラムに関する調査
◯松川　千夏 1、關　奈央子 1、佐々木　好幸 2、森尾　郁子 1

1 東京医科歯科大学　大学院医歯学総合研究科　歯学教育開発学分野、2 東京医科歯科大学　研究・産
学連携推進機構



『ＣＢＴ』

P-103	 CBT問題作成ワークショップの受講者を対象とした調査と検討
◯後藤田　宏也 1、西村　均 2、葛西　一貴 3、松本　裕子 4、遠藤　弘康 5、玉村　亮 6、
　木本　統 7、岡田　裕之 6、平塚　浩一 8、平山　聡司 9、金田　隆 10、松島　潔 11、
　河相　安彦 7、那須　郁夫 1、渋谷　鑛 12

1 日本大学松戸歯学部公衆予防歯科学講座、2 日本大学松戸歯学部口腔外科学講座、3 日本大学松戸歯
学部歯科矯正学講座、4 日本大学松戸歯学部薬理学講座、5 日本大学松戸歯学部歯科総合診療学講座、
6 日本大学松戸歯学部解剖学２、7 日本大学松戸歯学部有床義歯補綴学講座、8 日本大学松戸歯学部生
化学・分子生物学講座、9 日本大学松戸歯学部保存修復学講座、10 日本大学松戸歯学部放射線学講座、
11 日本大学松戸歯学部歯内療法学講座、12 日本大学松戸歯学部歯科麻酔学講座

『教育研究』

P-104	 日本歯科大学生命歯学部学生における学年の違いによる印象材の取り扱い技術
◯原　新子 1、平野　萌香 1、鈴木　智之 1、細谷　諒 1、宝田　航 1、肱黒　和子 1、
　大山　加奈恵 1、坂本　篤治 1、風丘　航 1、杉村　美侑 1、清水　美穂 1、名倉　千琴 1、
　宮阪　平 1、青柳　有祐 2、青木　春美 2

1 日本歯科大学　生命歯学部　歯科理工学研究会、2 日本歯科大学　生命歯学部　歯科理工学講座

P-105	 歯学科４年次生が考える歯痛の疾患名の鑑別診断に関する調査研究
◯鬼塚　千絵、永松　浩、板家　朗、西野　宇信、木尾　哲朗
九州歯科大学　口腔機能学講座　総合診療学分野

P-106	 コミュニケーションにおける表情についての研究
◯上向井　咲良 1、竹本　俊伸 2、長谷　由紀子 1、小川　哲次 3、仁井谷　善恵 2、松本　厚枝 2

1 広島大学　医歯薬保健学研究科　口腔健康科学専攻、2 広島大学　医歯薬保健学研究院　統合健康科
学部門　口腔保健管理学教室、3 広島大学病院

『口腔保健学科・歯科衛生士学校　教養的教育』

P-107	 歯科衛生士学生の自己教育力に関する実態について
◯藤原　奈津美、中江　弘美、薮内　さつき、尾崎　和美
徳島大学大学院　医歯薬学研究部　口腔保健学系

P-108	 児童虐待防止に関する歯科衛生士学生の意識
◯杉原　佳奈 1、今西　良輔 2

1 北海道医療大学歯学部附属歯科衛生士専門学校、2 旭川大学　保健福祉学部　コミュニティ福祉学科

『口腔保健学科・歯科衛生士学校　専門的教育』

P-109	 歯科衛生士のためのインタラクティブコンピュータシミュレーション教材の	
	 活用と評価

◯三浦　佳子 1、須永　昌代 2、竹廻　祐希 1、宮　わかな 1、藤木　沙友里 1、佐川　かおり 1、
　吉田　ひとみ 1、足達　淑子 1、近藤　圭子 3、渡邉　月子 4、鈴木　聖一 5、森山　啓司 5、
　木下　淳博 2

1 東京医科歯科大学　歯学部附属病院　歯科衛生保健部、2 東京医科歯科大学図書館情報メディア機構
教育メディア開発部、3 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科生涯口腔保健学分野、4 横浜歯科技
術専門学校歯科衛生士学科、5 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科顎顔面矯正学分野



P-110	 双方向性コンピュータシミュレーション教材による学習の効果について　第 2報
◯竹廻　祐希 1、三浦　佳子 1、須永　昌代 2、藤木　沙友里 1、佐川　かおり 1、宮　わかな 1、
　鈴木　聖一 3、森山　啓司 3、木下　淳博 2

1 東京医科歯科大学　歯学部附属病院　歯科衛生保健部、2 東京医科歯科大学　図書館情報メディア機
構　教育メディア開発部、3 東京医科歯科大学　大学院　医歯学総合研究科　顎顔面矯正学分野

P-111	 臨床実習等における操作容易な動画教材の活用に関する検討
◯酒巻　裕之 1、麻生　智子 1、麻賀　たみよ 2、今井　宏美 1、山中　紗都 1、金子　潤 1、
　鈴鹿　祐子 1、吉田　直美 1

1 千葉県立保健医療大学　健康科学部　歯科衛生学科、2 千葉県立保健医療大学　健康科学部　看護学科

P-112	 全人的医療を支援する歯科衛生士教育としての病棟実習の取り組みとその効果
◯中江　弘美、藤原　奈津美、伊賀　弘起、吉岡　昌美、日野出　大輔
徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔保健学系

P-113	 新採用者歯科衛生士研修における他者評価の検討
◯帆北　友紀、福重　雅美、下田平　貴子
鹿児島大学医学部・歯学部附属病院　臨床技術部　歯科衛生部門

P-114	 歯科衛生士養成校におけるOSCEの教育効果
◯池田　真己 1、井手口　英章 1、伊賀　弘起 2、日野出　大輔 2、河野　文昭 2

1 香川県歯科医療専門学校、2 徳島大学大学院医歯薬学研究部

P-115	 歯科衛生士養成教育における学生の就学実態からみた学生支援に関する検討
　	 −支援対策による効果・影響−

◯吉田　隆 1、有泉　祐吾 2、日下　和代 3、田中　宣子 4、鈴木　幸江 5、土田　智子 6、
　本間　和代 7、久本　たき子 8、畠中　能子 9、中村　真理子 10、和食　沙紀 11、
　升井　一朗 12、市川　順子 13、高坂　利美 14、石川　隆義 8、野村　慶雄 15

1 埼玉県立大学　保健医療福祉学部　健康開発学科　口腔保健科学専攻、2 静岡県立大学短期大学部　
歯科衛生学科、3 千葉県立保健医療大学　健康科学部　歯科衛生学科、4 鶴見大学短期大学部　歯科衛
生科、5 神奈川歯科大学短期大学部　歯科衛生学科、6 日本歯科大学新潟短期大学　歯科衛生学科、7

明倫短期大学　歯科衛生士学科、8 大垣女子短期大学　歯科衛生学科、9 関西女子短期大学　歯科衛生
学科、10 九州保健福祉大学　保健科学部　言語聴覚療法学科、11 高知学園短期大学　医療衛生学科　
歯科衛生専攻、12 福岡医療短期大学　歯科衛生学科、13 日本歯科大学東京短期大学　歯科衛生学科、
14 愛知学院大学短期大学部　歯科衛生学科、15 神戸常磐大学短期大学部　口腔保健学科

P-116	 歯科衛生専門学校生を対象とした食育と健康に関する調査
◯松根　健介 1、後藤田　宏也 2、水野　貴誠 4、野本　たかと 4、石橋　肇 3,5、平塚　浩一 6、
　加藤　仁夫 3,7、渋谷　鑛 3,5、河野　善治 1,3

1 日本大学　松戸歯学部　社会歯科学（歯科医療管理学）講座、2 日本大学　松戸歯学部　公衆予防歯
科学講座、3 日本大学　松戸歯学部　附属歯科衛生専門学校、4 日本大学松戸歯学部障害者歯科学講座、
5 日本大学松戸歯学部歯科麻酔学講座、6 日本大学松戸歯学部生化学・分子生物学講座、7 日本大学松
戸歯学部口腔インプラント学講座

P-117	 歯科衛生専門学校を対象とした障害者に関する意識調査
◯水野　貴誠 1、後藤田　宏也 2、松根　健介 4、石橋　肇 3,5、梅澤　幸司 1、平塚　浩一 6、
　野本　たかと 1、加藤　仁夫 7、渋谷　鑛 5、河野　善治 3,4

1 日本大学　松戸歯学部　障害者歯科学講座、2 日本大学　松戸歯学部　公衆予防歯科学講座、3 日本
大学　松戸歯学部　附属歯科衛生専門学校、4 日本大学　松戸歯学部　社会歯科学（歯科医療管理学）
講座、5 日本大学　松戸歯学部　歯科麻酔学講座、6 日本大学　松戸歯学部　生化学・分子生物学講座、
7 日本大学　松戸歯学部　口腔インプラント学講座



『その他（禁煙）』

P-118	 日本歯科大学生命歯学部における禁煙と意識に関する実態調査
◯波多野　泰夫、小林　さくら子、菊池　憲一郎、南雲　保、沼部　幸博、羽村　章
日本歯科大学　生命歯学部

P-119	 禁煙支援委員会活動への生命歯学部生の意見　- 生命歯学部長主催意見交換	
	 会のための記述式アンケートより

◯筒井　健夫 1、小川　智久 2、菊池　憲一郎 3、小林　さくら子 4、波多野　泰夫 5、羽村　章 6

1 日本歯科大学　生命歯学部　薬理学講座、2 日本歯科大学附属病院　総合診療科、3 日本歯科大学　
生命歯学部　解剖学第 2 講座、4 日本歯科大学附属病院 矯正歯科、5 日本歯科大学　生命歯学部　歯
科補綴学第 2 講座、6 日本歯科大学　生命歯学部　

P-120	 千代田区における歯科大学生と一般大学生の禁煙意識について
◯小林　さくら子、波多野　泰夫、菊池　憲一郎、南雲　保、沼部　幸博、羽村　章
日本歯科大学　生命歯学部

P-121	 禁煙指導・支援の卒前歯科臨床教育への導入のためのウェブベースの教育プ	
	 ログラムの構成設計

◯埴岡　隆 1、小島　美樹 2

1 福岡歯科大学　口腔保健学講座、2 大阪大学大学院歯学研究科

P-122	 平成 26 年度大阪歯科大学附属歯科衛生士・歯科技工士学校における喫煙に	
	 関するアンケート調査

◯大西　愛 1、益野　一哉 2、前岨　亜優子 1、頭山　高子 1、小出　武 3、末瀬　一彦 4、
　王　宝禮 2

1 大阪歯科大学　歯科衛生士専門学校、2 大阪歯科大学　歯科医学教育開発室、3 大阪歯科大学　総合
診療・診断科、4 大阪歯科大学　審美歯科学室

『その他（大学間連携）』

P-123	 大学間連携「ITを活用した超高齢社会の到来に対応できる歯科医師の養成」	
	 2．北海道医療大学の取組と成果

◯豊下　祥史 1、越野　寿 1、片岡　竜太 3、城　茂治 2、河野　舞 1、川西　克弥 1、
　松岡　紘史 1、草野　薫 1、長澤　敏行 1、入江　一元 1、千葉　逸朗 1、斎藤　隆史 1、
　美島　健二 3、弘中　祥司 3、佐藤　裕二 3、飯島　毅彦 3、菅沼　岳史 3、須田　玲子 3、
　北川　昇 3、丸岡　靖史 3、勝部　直人 3、馬場　一美 3、マイヤース　三恵 3、
　鎌谷　宇明 3、宮崎　隆 3、近藤　尚知 2、藤村　朗 2、小林　琢也 2、熊谷　章子 2、
　須和部　京介 2、三浦　廣行 2、乾　さやか 4

1 北海道医療大学　歯学部、2 岩手医科大学　歯学部、3 昭和大学　歯学部、4 IT を活用した教育センター
事務局

P-124	 大学間連携「ITを活用した超高齢社会の到来に対応できる歯科医師の養成」	
	 ３．岩手医科大学の取組と成果

◯城　茂治 1、片岡　竜太 2、越野　寿 3、近藤　尚知 11、藤村　朗 1、岸　光男 1、
　小林　琢也 1、熊谷　章子 1、須和部　京介 1、三浦　廣行 1、豊下　祥史 3、美島　健二 2、
　弘中　祥司 2、佐藤　裕二 2、飯島　毅彦 2、菅沼　岳史 2、須田　玲子 2、北川　昇 2、
　丸岡　靖史 2、勝部　直人 2、馬場　一美 2、マイヤース　三恵 2、鎌谷　宇明 2、宮崎　隆 2、
　入江　一元 1、草野　薫 3、長澤　敏行 3、斎藤　隆史 3、乾　さやか 4

1 岩手医科大学　歯学部、2 昭和大学　歯学部、3 北海道医療大学　歯学部、4 IT を活用した教育センター
事務局



P-125	 大学間連携「ITを活用した超高齢社会の到来に対応できる歯科医師の養成」	
	 ４．昭和大学の取組と成果

◯弘中　祥司 1、片岡　竜太 1、城　茂治 2、越野　寿 3、美島　健二 1、佐藤　裕二 1、
　飯島　毅彦 1、内海　明美 1、菅沼　岳史 1、須田　玲子 1、北川　昇 1、丸岡　靖史 1、
　勝部　直人 1、馬場　一美 1、マイヤース　三恵 1、鎌谷　宇明 1、宮崎　隆 1、近藤　尚知 2、
　藤村　朗 2、小林　琢也 2、熊谷　章子 2、須和部　京介 2、三浦　廣行 2、豊下　祥史 3、
　入江　一元 3、草野　薫 3、長澤　敏行 3、斎藤　隆史 3、乾　さやか 4

1 昭和大学　歯学部、2 岩手医科大学　歯学部、3 北海道医療大学　歯学部、4 IT を活用した教育センター
事務局

P-126	 課題解決型高度医療人材養成プログラム「健康長寿に貢献する実践的チーム	
	 医療人育成」について　第 1報

◯岸本　奈月 1、小原　由紀 1、遠藤　圭子 1、荒川　真一 2、秋房　住郎 3、杉山　勝 4、
　二川　浩樹 5、木下　淳博 6、品田　佳世子 7、鈴木　哲也 8、森山　啓司 9

1 東京医科歯科大学　大学院医歯学総合研究科　口腔健康教育学分野、2 東京医科歯科大学　大学院医
歯学総合研究科　生涯口腔保健衛生学分野、3 九州歯科大学　口腔保健管理学講座、4 広島大学　大学
院医歯薬保健学研究院　公衆口腔保健学研究室、5 広島大学　大学院医歯薬保健学研究院　統合健康
科学部門　口腔生物工学分野、6 東京医科歯科大学　図書館情報メディア機構　教育メディア開発部　、
7 東京医科歯科大学　大学院医歯学総合研究科　口腔疾患予防学分野、8 東京医科歯科大学　大学院医
歯学総合研究科　口腔機能再建技工学分野、9 東京医科歯科大学　大学院医歯学総合研究科　顎顔面
矯正学分野

P-127	 大学間連携共同教育推進事業におけるバイオデンタル教育の実施
◯三村　純代 1、二川　浩樹 1、田地　豪 1、石田　陽子 2、竹石　龍右 2、天雲　太一 3、
　竹内　裕尚 3、首藤　崇裕 1、佐々木　啓一 3、前田　健康 2、菅井　基行 1

1 広島大学大学院　医歯薬保健学研究院、2 新潟大学大学院　医歯学総合研究科、3 東北大学大学院　
歯学研究科

P-128	 健康長寿を育む歯学教育コンソーシアム　―東北大学の取り組み―
◯真柳　弦 1、高橋　信博 2、笹野　泰之 3、福本　敏 4、服部　佳功 5、佐々木　啓一 6

1 東北大学大学院歯学研究科　歯学イノベーションリエゾンセンター、2 東北大学大学院歯学研究科 
口腔生化学分野、3 東北大学大学院歯学研究科　顎口腔形態創建学分野、4 東北大学大学院歯学研究科
小児発達歯科学分野、5 東北大学大学院歯学研究科　加齢歯科学分野、6 東北大学大学院歯学研究科 
口腔システム補綴学分野



14:40-15:40 学生セッションポスター発表

S-a	 3 大学（新潟大学、東北大学、広島大学）合同短期留学における、タイ・コ	
	 ンケン大学の歯学教育との比較検討

◯佐藤　新一 1、田所　大典 2、中村　吉秀 3、大槻　里実 1、亀山　亜美 1、鈴木　麻里恵 1、
　柏　美砂 2、根本　恭利 2、石田　陽子 4、竹石　龍右 4、竹内　裕尚 5、天雲　太一 5、洪　光 5、
　岡　広子 6、前田　健康 4

1 新潟大学　歯学部　歯学科　６年生、2 東北大学　歯学部　６年生、3 広島大学　歯学部　６年生、4

新潟大学　大学院　医歯学総合研究科、5 東北大学　大学院　歯学研究科、6 広島大学　大学院　医歯
薬保健学研究院

S-b	 歯学部学生の海外留学に対する意識調査
◯石通　秀行 1、關　奈央子 2、森尾　郁子 2

1 東京医科歯科大学　 歯学部　歯学科、2 東京医科歯科大学　大学院医歯学総合研究科　歯学教育開
発学分野

S-c	 歯科医学教育の質を学習者の視点から評価する～こんな授業は受けたくない！～
◯桑原　正浩 1、佐藤　憂子 2、上田　貴之 3、平田　創一郎 4

1 東京歯科大学　第３学年、2 東京歯科大学　教養科目、3 東京歯科大学　老年歯科補綴学講座、4 東
京歯科大学　社会歯科学講座

S-d	 歯学生と教員の「距離感」に関する実態調査
◯西田　卓矢 1、新殿　慶太 1、藤宮　梨紗 1、石川　紘平 1、田口　則宏 2

1 鹿児島大学　歯学部　5 年生、2 鹿児島大学大学院　医歯学総合研究科　歯科医学教育実践学分野

S-e	 大学生の口腔に対する意識の高さと歯の形態の認知度との関連について
◯濱田　栄樹 1、瀬戸口　大道 1、松本　祐子 2、田口　則宏 3

1 鹿児島大学　歯学部　5 年生、2 鹿児島大学医学部・歯学部附属病院　歯科総合診療部、3 鹿児島大
学大学院　医歯学総合研究科　歯科医学教育実践学分野

S-f	 医療系学生サークル『TEKISHI』による多職種連携のための取り組み
◯田中　大貴 1、高木　彩奈 1、山本　暁大 2,3、銭谷　成剛 3、曽　莉莎 3、椎木　茉悠 4、
　谷川　果菜美 4、山本　眞由 4、坂田　愛美 5、竹村　美穂 6、小島　美樹 2

1 大阪大学　歯学部　歯学科、2 大阪大学大学院　歯学研究科 予防歯科学研究室、3 大阪大学医学部医
学科、4 大阪大学 医学部 保健学科 看護学専攻、5 大阪大学 医学部 保健学科 放射線技術科学専攻、6

大阪大学 薬学部 薬学科


